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＜要旨＞ 

近年、培養表皮などの様々な医療技術の改善に伴い全身熱傷患者の救命率は改善してきている。とこ

ろが、高齢者に限ってみると、救命率はまだ低いままである。その一因として、経験則に頼らざるを得

ない輸液管理の難しさがあると考えられる。また、救命率向上に伴い、熱傷後瘢痕に悩む患者も増加し

ている。そこで我々は、新たな熱傷深達度の指標を開発すべく、まずラット熱傷モデルを作成し、それ

ぞれの熱傷深度において角質水分量や経皮水分蒸散量等を計測し、分析する。最終的には、正確な熱傷

深度および瘢痕化の予想が可能となると考える。 

 

 

＜研究シーズ説明＞ 

右図のように、熱傷モデルの作

成についてはすでに研究を行

い、発表を行っている。それらに

ついて、体表からの皮膚の評価

と病理学的所見との一致性につ

いて、研究を行いその結果をも

とに信頼できるデバイスの検討

を行う。 

 

 

 

 

 

 

＜アピールポイント＞ 

今までは経験則に頼ることの多かった輸液管理において、新たな評価項目を加えることでより正確性を

向上させることが可能ではないかと考えている。また。客観的に評価することが困難であった熱傷後の

瘢痕に関しても、最新のディバイスを用いて評価し、患者の訴えとの相関性を検討する。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

損傷深達度および瘢痕の評価として、他の外傷にも使用できる可能性がある。 

 

＜関連する知的財産権・引用文献・学会発表など＞ 

羽多野隆治, 小澤俊幸, 森本訓行,他：ラット熱傷モデルでのレーザースペックル画像血流計による

熱傷深達度の評価．創傷 5：16-21．2014 

＜関連するＵＲＬ＞ 

 http://www.med.osaka-cu.ac.jp/PRsurgery/ 

http://kaken.nii.ac.jp/d/r/10382144.ja.html 
 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

熱傷深度や血流等を非侵襲的に評価できるディバイス 
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